【Active Study G3　文構造解説】講座15　間接疑問文（p.121）
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〇 John がS（主語）、is がV（動詞）、 a high school student がC（補語）です。
〇 John = a high school student の関係です。
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① One Sunday morning,
〇 修飾語で副詞のはたらきです。
「ある日曜の朝に」という意味をもち、went を修飾しています。
② John went to the park with his father.
〇 John がS（主語）、 went がV（動詞）です。
〇 to the park は修飾語で副詞のはたらきです。
「公園へ」という意味をもち、動詞 went の場所を説明しています。
〇 with his father は修飾語で副詞のはたらきです。動詞 went を修飾しています。


[image: ]〇 John’s father がS（主語）、found がV（動詞）、 a bird がO（目的語）です。
〇 on a tree は修飾語で副詞のはたらきです。
「木の上に」という意味をもち、動詞 found の場所を説明しています。
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〇 He がS（主語）、didn't know がV（動詞）、 what kind of bird it was がO（目的語）です。
〇 what kind of bird it was は、主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。
it がS（主語）、 was がV（動詞）です。
〇 「それは何という種類の鳥ですか」という意味をもち、 know の目的語になっています。
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〇 John がS（主語）、knew がV（動詞）です。
〇 a lot は修飾語で副詞のはたらきです。
「たくさん」という意味をもち、 knew の程度を説明しています。
〇 about birds は修飾語で副詞のはたらきです。
「鳥について」という意味をもち、動詞 knew を修飾しています。
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〇 He がS（主語）、told がV（動詞）、 its name がO（目的語）です。
〇 to his father は修飾語で副詞のはたらきです。
「父親に」という意味をもち、動詞 told を修飾しています。
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〇 He がS（主語）、didn't know がV（動詞）、 what kind of bird it was がO（目的語）です。　
〇 why John knew its name は、主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。
John がS（主語）、 knew がV（動詞）、 its name がO（目的語）です。
〇 「ジョンがなぜその名前を知っていたのですか」という意味をもち、 know の目的語になっています。
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① So he said,
〇 he がS（主語）、 said がV（動詞）です。
〇 So は、2つの文をつなぎ、前の内容を受けて、その結果こうなるという意味を表しています。
② Why do you know its name?
〇 you がS（主語）、 （do ～） know がV（動詞）、 its name がO（目的語）です。
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① John answered,
〇 John がS（主語）、 answered がV（動詞）です。
② I'm interested in birds.
〇 I がS（主語）、 am がV（動詞）、interested がC（補語）です。
〇 in birds は修飾語で副詞のはたらきです。
「鳥に」という意味をもち、interested を修飾しています。
③ So I often read books about them.
〇 I がS（主語）、read がV（動詞）、books がO（目的語）です。
〇 about them は修飾語で形容詞のはたらきです。
books を説明しています。them は birds を指しています。
〇 often は副詞です。「しばしば」という意味をもち、動詞 read を修飾しています。
〇 So は、2つの文をつなぎ、前の内容を受けて、その結果こうなるという意味を表しています。
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                       ある日曜日の朝に 、 ジョンは父親と公園へ行きました 。 ① One Sunday morning,  〇 修飾語で副詞のはたらきです。 「ある日曜の朝に」という意味をもち、 went を修飾しています。 ② John went to the park with his father.  〇 John が S （主語）、 went が V （動詞）です。 〇 to the park は修飾語で副詞のはたらきです。 「公園へ」という意味をもち、 動詞 went の場所を説明しています。 〇 with his father は修飾語で副詞のはたらきです。 動詞 went を修飾しています。
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                   〇 John’s father が S （ 主語 ） 、 found が V （ 動詞 ） 、 a bird が O （ 目的語 ） です 。 〇 on a tree は修飾語で副詞のはたらきです 。 「 木の上に 」 という意味をもち 、 動詞 found の場所を説明しています 。     ジョンの父親は 、 木の上に１羽の鳥を見つけました 。
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                   〇 He が S （ 主語 ） 、 didn't know が V （ 動詞 ） 、 what kind of bird it was が O （ 目的語 ） です 。 〇 what kind of bird it was は 、 主語と動詞をふくむ節 （ 名詞節 ） です 。 it が S （ 主語 ） 、 was が V （ 動詞 ） です 。 〇 「 それは何という種類の鳥ですか 」 という意味をもち 、 know の目的語になっています 。     彼は 、 それが何という種類の鳥か知りませんでした 。
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                   〇 John が S （ 主語 ） 、 knew が V （ 動詞 ） です 。 〇 a lot は修飾語で副詞のはたらきです 。 「 たくさん 」 という意味をもち 、 knew の程度を説明しています 。 〇 about birds は修飾語で副詞のはたらきです 。 「 鳥について 」 という意味をもち 、 動詞 knew を修飾しています 。     ジョンは鳥についてたくさん知っていました 。
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                   〇 He が S （ 主語 ） 、 told が V （ 動詞 ） 、 its name が O （ 目的語 ） です 。 〇 to his father は修飾語で副詞のはたらきです 。 「 父親に 」 という意味をもち 、 動詞 told を修飾しています 。     彼は父親にその名前を教えました 。
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                       彼はなぜジョンがそれの名前を知っているのか知りませんでした 。 〇 He が S （ 主語 ） 、 didn't know が V （ 動詞 ） 、 what kind of bird it was が O （ 目的語 ） です 。 〇 why John knew its name は 、 主語と動詞をふくむ節 （ 名詞節 ） です 。 John が S （ 主語 ） 、 knew が V （ 動詞 ） 、 its name が O （ 目的語 ） です 。 〇 「 ジョンがなぜその名前を知っていたのですか 」 という意味をもち 、 know の目的語になっています 。


image15.png
S(F5E) V(HE#E) O(BevEE) C(EE
[ 1:REDO@EEZITZDHD ( ) FEAOEEZIHED ( ) EEOCEEZIHED [:{E6. HASTN DR

So he said, “Why do you know its name?”
s V 1t s 0
v

EbhoE,. [GEZEhDARMEMOTDALEN? IETVELT,

(M So he said,

O he MS(EEE) . said B’V (FE) T

O So (. 20D X%EDLE.HIOABREZITT, TOHFERSLEBH LS
BERERLTULET,

@ Why do vou know its name?
O you MS(FEEE). (do ~) know AV (Fhzd]) .
its name NAO (B MIEE) T





image16.svg
                       だから彼は 、 「 なぜそれの名前を知っているんだい ？ 」 と言いました 。 ① So he said,  〇 he が S （主語）、 said が V （動詞）です。 〇 So は、 2 つの文をつなぎ、前の内容を受けて、その結果こうなるという 意味を表しています。 ② Why do you know its name?  〇 you が S （主語）、 （ do ～） know が V （動詞）、 its name が O （目的語）です。
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                   ① John answered,  〇 John が S （主語）、 answered が V （動詞）です。 ② I'm interested in birds.  〇 I が S （主語）、 am が V （動詞）、 interested が C （補語）です。 〇 in birds は修飾語で副詞のはたらきです。 「鳥に」という意味をもち、 interested を修飾しています。     ジョンは 、 「 ぼくは鳥に興味があるんだ 。 だからぼくはしばしばそれらについての本を 読むよ 。 」 と答えました 。
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                   〇 John が S （ 主語 ） 、 is が V （ 動詞 ） 、 a high school student が C （ 補語 ） です 。 〇 John = a high school student の関係です 。     ジョンは高校生です 。


